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排
煙
公
害

四
国
市
犠
牲
し
の
び
慰
霊
祭

者
や
還
族
ら
約
八
十
人
に

加
え
、
日
中
俊
行
市
長
も

参
列
し
た
。
田
中
市
長
は

慰
霊
碑
の
前
で
、

「
皆
さ

ん
の
犠
牲
の
上
に
今
の
四

日
市
が
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
、
環
境
改
善
に
努
め

ま
す
」
と
誓

っ
た
。

参

列

者

た

ち

が

献

花

し
、
こ
の

一
年
間
で
亡
く

な

っ
た
八
人
を
加
え
た
合

祀
者
千
四
人
分
の
名
簿
を

慰
霊
碑
に
供
え
た
。
慰
霊

祭
の
最
後
に
は
、
同
会
の

谷

田
輝

子

代

表

Ｑ
じ

が

「
今
後
と
も
、
犠
牲
者
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
」
と
涙
な
が
ら
に

話
し
た
。

市
に
よ
る
と
、
八
月
末

現
在
の
認
定
患
者
は
四
百

二
十
人
。

（
佐
野
周
平
）

亡

`Eし
ヽ

れ
な
しヽ
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四
国
市

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

か
ら
の
排
煙
に
よ
り
、
ぜ

ん

そ

く

憲

者

が

集

団

発

生
し
た
四
国
市
公
害
の
犠

牲
者
を
し
の
ぶ
慰
霊
祭
が

二
十

一
日
、
四
日
市
市
松

本

の
慰

霊

碑

前

で
あ

っ

た

．^四
日
市
公
害
患
者
と
家

族
の
会
が
主
催
。
認
定
患

慰 霊碑 に向か つて、公害の再発防止

を誓 う田中市長 0=四 日市市松本で

慰
霊
碑
の
亀
簿
柵
人
超
す

１
１
■

四
日
市
公
書
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
合
同
慰
霊
祭
が
笙
日
、

四
日
市
市
松
本
の
北
大
谷
霊
園

で
営
ま
れ
、
遺
族
や
患
者
ら
約

５０
人
が
参
列
し
た
。
こ
の
１
年

で
新
た
に
患
者
８
人
が
亡
く
な

り
、
慰
霊
碑
に
納
め
ら
れ
た
犠

牲
者
の
名
簿
は
１
０
０
４
人
と

な
り
１
千
人
を
超
え
た
。

四
日
市
公
害
患
者
と
家
族
の

会
が
主
催
し
、
今
年
で
３．
回
目

を
迎
え
た
。
会
の
代
表
で
、
約

４０
年
前
に
９
歳
の
長
女
を
公
害

で
な
く
し
た
谷
田
輝
子
さ
ん

（
η
）
は
、
慰
霊
祭
の
冒
頭

で

「
１
年
に
１
回

の
こ
と

で
す

が
、
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
、
私

の
娘
や
こ
こ
に
入

っ
て
い
る
方

た
ち
も
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

参
列
し
た
四
日
市
市
の
日
中

俊
行
市
長
は

「今
も
な
お
４
０

０
人
を
超
え
る
方
が
健
康
被
害

に
苦
し
ん
で
い
る
。
そ
の
歴
史

と
教
訓
を
忘
れ
ず
、
三
度
と
繰

り
返
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と

追
悼
し
た
。

犠
牲
者
の
名
簿
が
１
千
人
を

超
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
四
日

市
公
害
の
記
録
を
続
け
て
き
た

語
り
部
の
沢
井
余
志
郎
さ
ん

（８５
）
は
ヽ
　
一，多
く
の
方
々
の
犠

牲
の
上
で
、
四
日
市
が
よ
み
が

え

っ
て
よ
か

っ
た
な
と
思
う
。

若
い
人
に
は
公
害
を
き
ち
ん
と

勉
強
し
、
今
後
も
伝
え
て
い

っ

て
ほ
し
い
」
と
語

っ
た
。

（坂
本
進
）

2

花を供える「四日市公害患者と

家族の会」の塚田盛久事務局長
=四 日市市松本の北大谷霊園



一鷺

犠牲者合同慰霊祭で花

を手向ける谷田代表

犠
牲
者
悼
沐

合
闘
慰
霊
祭

四
一国
市
公
書

西
ヨ
市
公
書
の
犠
牲
者

を
悼
む
第
鑓
回
合
同
慰
霊

祭
が
鈍
日
、
四
日
市
市
松

本

の
慰

霊
碑

前

で
営

ま

れ
、
還
族
ら
約
鉾
人
が
花

を
手
向
け
た
。
３
年
連
続

で
塞
購
し
た
田
中
俊
行
市

長
は

「公
書
で
亡
く
な

っ

た
１
０
０
４
人
の
犠
牲
の

上
に
今
の
璽
田
市
が
あ
る

と
妻
種
銘
し

、
環
境
改
善

に
弩
め
る
●

こ
誓

っ
たヽ
。

父
を
亡
く
し
、
自
身
も

ぜ
ん
そ
く
憲
者
の
中
野
満

さ
ん
（鷺
）
が
還
族
代
表
と

し
て
、
こ
の
１
年
間
で
亡

く
な

っ
た
８
人
を
加
え
た

過
去
帳
収
納
箱
を
稗
に
供

え
た
。
中
野
さ
ん
は

「父

は
公
書
認
定
奄
受
け
ら
れ

ず
８６
歳
で
亡
く
な

っ
た
。

多
く
は
言
わ
な
い
が
、
二

度
と
公
書
を
起
こ
さ
な
い

し含
つ
に
し
て
ほ
し
い
」

こヽ

〓
輌
っ
″^
。ヽ

高
度
成
長
期
に
発
生
し

た
四
国
市
公
害
で
、
原
告

勝
訴
判
決
か
ら
襲
年
が
た

っ
た
。
原
告
を
支
援
し
た

沢
井
余
志
鄭
さ
ん
（海
）
は

「企
業
の
体
買
も
変
わ

っ

た
。
今
後
は
行
政
、
企
業
、

弯
民
が

一
緒
だ
ど
う
や

っ

て
表
い
環
境
を
作
る
な
考

え
る
時
だ

ア
｝指
摘
し
た
。

慰
霊
祭
は

一
四
日
市
公

書
患
者
こ
家
族
の
会

一
の

主
催
．
関
係
者
の
高
齢
化

に
伴
い
、
市
主
催
の
慰
霊

祭
を
求
め
る
声
も
上
が

っ

て
い
る
。
同
会
代
表
の
谷

田
輝
子
さ
ん
（鴨
）
は

一市

が
受
け
継
ぎ
、
永
続
的
妊

続
け
て
ほ
し
い
一
と
訴
え

た
。
　
　
　
　
捧
岡
正
勝
】

ー 表 P

公
害
犠
牲
者

冥
福
を
祈
る

国
国
市

で
慰
霊
祭

・

四
国
市
公
書
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る

「
第
創
回
公
害
犠
牲
者

一

合
同
慰
霊
祭
」
が
即

日
、
四
日
一

市
市
松
本
の
北
大
谷
霊
園
で
営
一

ま
れ
、
公
害
憲
者
や
遺
族
ら
約
一

舗
人
が
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

っ
一

シ
」
。慰

霊
祭
は

「
四
日
市
公
害
懸

者
と
家
族
の
会
」

（
谷
田
輝
子

代
表
）
の
主
催
で
、
１
９
７
７

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
（）

還
族
を
代
表
し
、
同
市
二
重
、

・中
野
満
さ
ん

（
鴨

）
が
、
通
の
１

年
間
に
亡
く
な

っ
た
患
者
８
人

を
加
え
た
死
没
者
１
０
０
４
人

の
名
簿
を
慰
霊
碑
の
前
に
供
え

た
後
、
国
中
俊
行
市
長
が

「
四

日
市
公
害
の
歴
史
と
教
訓
を
意

れ
ず
、
過
ち
を

二
董
と
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓
う
」
と
進
悼

の
辞
を
述

べ
た
。

四
棗
市
公
害
を
記
録
し
続
け

て
い
る
沢
井
余
志
郎
さ
ん

（
鋳

）

は

「
以
前
と
比

べ
る
と

四
日
高

は
良
い
街
に

な

っ
た
。
亡
く
な

っ
た
人
た
ち
も
あ
の
世
で
、
「
白

分
た
ち
の
犠
牲
は
無
駄
で
は
な

か

っ
た
』
と
思

っ
て
い
る
は
ず

」

と
話
し
た
。
同
会
の
塚
圏
盛
久

事
務
局
長
（
８０
）
は

「
慰
霊
祭
は

市
民
み
ん
な
の
も
の
で
あ
り
、

市
と
の
共
催
に
向
け
、
語
を
進

め

て
い
き
た
い

」
ル
一語

っ
た
。

スピーチをさせて頂いたのを写真家の河村紀子さんが撮つて下さいました。
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ヘ
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11月 29開 (水)～24回 1日 )
10:00-19:OCl
(最終日は 16:00まで)

アストプラザ濡 リー
洋駅崎i アスト津5階

主催  「視点」二重巡回展委員会

お間tl合わせ
津市一身田上津部田154712
「EL059-232-1781

200円


